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的ノノレ J として与えられていた問。 これにたいして，それ以降の評価は，賃率
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である。すなわち，社会主義的所有の本質は，生産手段の社会的所有とそれに
もとづく生活手段の個人的所有とが同時に相矛盾する二種類の相互関係，すな
わち依存関係および対立関係において存在するιころにあれしたがって，個
人と社会，個人と他の諸個人とがやはり同じ二種類の相主関係において社会的
生活を送るところにあるの Eある。
社会主義的所有が実際の生産によフてどのように実現されるのか，を明らか
にしないなら，その具体的な表象は獲得されえないのであるが，それはz 現実
の生産関係の分析を必要とし，との論立の範開を超えているといわねばならな
い。なぜなら，われわれの目的は，その分析に着手する前に，分析の方向を明
らかにする，すなわち，現実の生産関係を念頭に置きながら，その前提として
の社会主義的所有の本質を明らかにすることにあったからである。したがって，
社会主義的所有の本質が，現実の社会主義的生産において，その共産主義的生
産形態と社会主義的取得様式との矛盾を惹起し，乙の矛盾の展開・克服過程で，
社会主義的生産の全性格と全運動とを規定する，ということは，本稿の考察を
通じて容易に予想されるとしても，それを具体的に明らかにするためには，わ
れわれの研究を更に前進させなければならないのである。更に，本稿では，問
題の所在をより明確にするために協同組合=コルホーズ的所有および社会的共
同生活手段の存在を意識的に捨象したが，現実の生産関係り分析にあた勺亡の
同様の捨象は，当然許されない乙とである。したがって，この意味からも本稿
で展開された所有論には一定の具体性が欠落しているのであれそれを含めた
包括的な所有論の完成は，今後の研究課題として残されているのである。
(1970年10月25日〕
